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は じ め に
児童福祉施設保母を養成する専門学校において施設実習指導を担当するよう
にな り,施設職員としての立場からではな く,将来,社 会福祉施設で働 く担い
手を養成する立場から,現在の児童福祉施設の抱xる 問題を考察する機会に恵








た頃と違い,養 成者になった とたん施設から 「現場の人ではないから分からな
い」 「きれい ごとばか りをいっている」 とい うような趣旨の批判を数h受 ける
ようになった ことである。政策学であると同時に実践学であるはずの社会福祉
だが,実 際は学問 と実践現場 との間に溝があることを痛感させられた。しかし,
養成校は将来の社会福祉職に従事する人材を育てるとい う責務を背負っている。













われ,実 際に実習を行 う施設 と学生の実習内容に関して連携を取るには不十分
な体制が存在している現実があ り,このような施設側からの批判は当然である。
各種福祉施設に実習を依頼す る以上,社 会福祉を担当する教員か,あ るいは福
祉により近い領域の学問を研究している教員が施設実習を担当することが必要
だ と考}る 。しかし,養成校に対する施設からの意見の中に,「 実習だけ依頼
してきても,いざ就職になると養成校は保育所などの児童施設にばか り学生を



















1.養 護施 設におけ る処遇 内容 に対す る実 習生 の疑問








































務に取 り掛かれない,毎 日この子供に余分な手間がかかってしまう。時間を と
られる事への怒 りがたた くとい う行為になって表れているのではないであろ う
か。実習生もたた くという行為に理論的な裏付けのないことを感 じ取ったので
はないだろうか。これ らの報告から職員の都合が優先されている処遇内容が浮





理監督 し,また理想 とする実践が施設内で行われるよう職員の働 きやすい職場






考}て いる多 くの養護関係者がいる一方で,こ のような職員が今現在 も子供達
の目hの処遇に当たっているのである。こうした状況を改善するためには,や







基準 地方 自治体の監督者,任 意の児童養護団体の監督者,ま た民間施設の経






に守られてお り,施設の機能 と目的に関す る文書に含まれている項 目について
監査を受けている。養護計画は再検討され,目 的や経過はモニターされている。
予算や財政 的な面は定期的な調査を受けている。職員の配置,発 展 と訓練が定
期的に再検討されている。管理者は施設建物の所有や安全面に関する問題に注
意を払っている。













わ りを求められてお り,職員と居住者を導 くことも役割である。
監査範疇2-9養 護 と規制一拘束 ・懲罰の記録
基準 すべての児童居住施設は,施 設で用いられたすべての処罰 と罰則方法に
関する完全な記録を,監 査できるよう日誌に残 していなければならない。
指標 用いられたすべての処罰に関するはっきりとした優れた記録が残されて




















不品行な行為に対 しては多 くの場合 「しかる」ことや言葉による懲戒が処罰 と
して使われている。処罰記録をこのような場合つける必要はない。
監査範疇2-10養 護 と規制 身体的拘束
基準 すべての児童居住施設は,身 体的拘束に関する機関の方針 と一致 した方

















根拠 『優れた実践』 不文法,暴 力と攻撃に関するロジアン県ガイ ドライン










監査範疇2-11養 護 と則制一 暴力 ・体罰




針 と方法に従い活動している。職員はその方法をはっき りと認識してお り,攻






































































ーナリズム」 という言葉をキーワー ドに,養護施設でよく聞かれ る 「子供のた
め」 という発言内容を説明することもできる。児童は一人前ではないのだから











報告4幼 児クラスの保母に抱き癖がつ くからなるべ く児童を抱かないよう
に言われ,私 のひざに乗っていた子供を降 りるように叱 りました。実習生はし
ばらくした らいなくなるのだから甘やかさないでほしいという事も分か ります
が,逆 にせめて人手があるときぐらいは子供 らしく甘}て も怒 らないでほしか
った と残念に思います。
報告5好 きな児童 と嫌いな児童に対 して保母の対応が全 く違 うことに驚か
されました。どの先生の子供はだれ,と い うように保母の間で決めているよう













報告8こ の実習で一番考えさせ られたことは 「自由」 とい う事です。私の







設職員は自分の職務の専門性を どの程度認識 しているのであろ うか。多 くの施
設職員が養成校で受けた教育だけでは,残 念ながら専門職としての基準を満た
していないことは周知の事実である。勘 と経験だけに支}ら れ,絶対者として




必要性を感 じなくてはならないのである。報告5に 出て くる職員集団は,養護
施設の処遇理念が浸透 していないままに,共 通した 目的も方法もたず漫然 と日
々の処遇を繰 り返 している。現場で実習生に実感してほしい職員間のチームワ
ークによる実践,養護施設は職員 と利用者の共同作業によって成 り立 っている
とい う認識は,こ の職員集団からは学び取ることはできないであろ う。報告6
に紹介されている職員は食事を抜 くとい う処罰の効果を検討しないまま,日 々
の実践に取 り入れている。施設に入所する児童に とって食事 とは単に栄養を摂
取するとい う基本的欲求を満たすだけではなく,食事を分け与えてもらい,温
かく食べ るとい う行為を通 して,虐げられた経験を克服する専門的な機会の提
供なのである。また,自分の味覚を確立することはむしろ積極的に奨励されな
くてはならないことなのではないであろうか。なぜなら,リスクを考え合わせ









とい う基本原則を感情に任せて忘れていると考}ら れる。 「本当の自由とは何
なのか」 という学生か らの問いかけは厳しい指摘であ り,養護施設で働 く職員
は児童の人権,個 別性,自 立性など,養護施設で守らなければならない 「基本
的価値」に対する基本姿勢を問いただされているといxる 。まさに,児童憲章
で謳われている 「児童は人 として尊ばれる」とい う原則に立ち返 らせ られる問
題であろ う。また,上 記 した5つ の報告に現れる職員は,いずれも専門職 とし
てのアイデソティティや行動規範の確立が不十分であるために,サ ービース提
供者 としての役割を果たす ことができず,歪 んだ実践を展開していると考}ら




基準 すべての児童居住施設は,グ ループ生活の リスクや圧迫を考慮した うえ


























基準 居住施設養護を受けるすべての児童 と青少年は,自 分自身へかかわ り明
確化した文書化 された養護計画表 もっていなければならない。その養護計画に
は,児 童のニー ドが詳述されてお り,居住託置がそれらのニー ドをどのように
満たすのか説明していなければならない。
指標 託置前に,は っきりとした決意がなされ,こ の居住施設託置の目的あ
る本質を詳細に説明した記録がつくられている。託置に当た り,児童,家 族,
その他の養育者,及 び専門者が参加 し,居住することがいかに明らかにされた
ニー ドを満たすことを試みるのかはっき りと示 した現実的な養護計画が作成さ


















起 こり得る。居住養護は費用のかかる援助資源であ り,積極的選択肢 として:有
効に使われ なければならない。家族を巻 き込む ことの重要性は無視できない。
家庭に戻れる見通しが無 くとも,家族の絆を結び付けてお く努力は必要不可欠
である。











一つは言 うまでもな く,児童の発達を保証する適切な実践を展開できる 「質


























いだろうか。そのためにはロジアン県が設けているような専門的な監 査 基 準
(処遇内容についての基準)が必要 となる。
学生は苛酷な労働だから養護施設に就職したがらないのかという疑問に戻 り
たい。報告会を進めて行 く中で,実 習生は仕事内容の 「きつさ」を理由に就職
意欲を無 くす とは考}ら れないようになった。反対に,米 本氏が指摘 している








と考えられ るのである。一人の学生は働 きたくない理由として,実 習先の養護
施設の職員のように,何 が良いことで何が悪いことなのかす ぐさま児童に 「指
導」はできないからだと報告した。自分の実践を手探 りの状態で推し進めてい
かなくてはならない若い施設職員の努力には敬意さえ感じ,非常に厳しい待遇






実践がマンネ リ化 した り,形式的な実践に陥 りやす く,可視的な職務の遂行が
評価の基準にな りやすいことから,定 まった業務 しか行わない という行動パタ
ーンが起こるため,非創造的な処遇へ と結び付いていくとい う構造的な問題も
指摘されている。現在の実践を検討し,専門職として自己点検,自 己評価 しな
いままに,経 験にもとつ く自分の意見や見解を絶対的なものとして信 じている
一・部の施設職員の在 り方に対し,実習生も疑問をもつ ようである。無論,こ の
ような報告内容は実習生の一方的な言い分であって,短 い実習期間でほんの表




ように」 と実習前に指導しているのにもかかわ らず,何 故,実 習生は疑問を施
設にぶつけなかったのであろ うか。この点についても報告会の中で発表された。
報告10絶 対にできない。実習生 としての立場をわきまえていない と言われる
から。








であ り面倒なものだとい うこれ らの施設の考えが学生に反映されているのでは
ないだろ うか。実習の本来の目的である後継者の育成を達成するため)/Yは,今
後,養 成麟 と施設現場はどのようなかかわ りをもってい くことが必要なのであ
ろ うか。まず言 うまでもなく,養成校 と施設現場が緊密な連携を保っていくこ








勢を作 り上げることが必要である。第4に,施 設職員は援助者 としてのアイデ
ンティティを確立するために,専 門性を常に問い直す とい う意識,ま た社会福
祉全体の動向に即時に対応できる実践を展開するように努みなければならない
とい う意識をもたなくてはなならないであろ う。第5に,効 果的な実習を施設
に求めるのであれば,養 成校も実習のあ りかた,性格をよりいっそ う明確にす
る努力を払い,我 々が教育したであろう現在の職員たちが,自分の実践を理論








指標 スーパーヴ ィジョンの回数はスーパーヴァイザーと職員 との間で取 り決





れてお り,よ り広範囲な訓練や発展に関連させて使用 している。非公式な支援
とスーパーヴィジョンが計画された面接を包括するために用いられる。集団ス
ーパーヴィジョンは個人のスーパーヴィジ ョンを補足する。
反対指標 公式なスーパーヴィジ ョンは行われていない,も しくは定期的に行
われていない。職員の仕事に対する再検討がなく,個人又は職員集団の長期的


















専門的実践3.施 設長/経 営者のモニターとしての役割4.生 活の質一 個励
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